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めてで、まだまだ不慣れな点は多々ありますが、日々

精進してまいりますのでどうぞよろしくお願いいた

します。 

趣味は野球観戦です。プロ野球も高校野球もすき

です。テレビで見るよりは現地で見たい派なので、

見に行けない状況が続いているのが悲しいです。早 

く人数制限やコロナ対策等を

気にすることなく、ペイペイ

ドームでみんなで楽しく観戦

できるようになるといいなと

思います。 

 しかし、建築業界からの声が高まったことや関係

者の尽力もあり、人工材の形成や計画的な植林伐採

による安定的な木材供給が徐々に増え始めたこと

や、合板を形成する業者が国産の間伐材を積極的に 

利用し始めたため、木材需要に

対して３０％超の自給率を維持

できるまでになっていたもの

の、１９８０年代バブルの需要

増加で木材自給率は３０％以下

に低下し、現状では海外からの 

輸入にその多くを依存する木材は世界的な需要の高

まりに影響され高騰していることで、もはや従来の

価格では輸入出来ない状況のようです。 

ちなみに海外からの輸入木材は「米材」アメリカ、 

カナダから１５％。「南洋材」マレーシア、インドネ 

シア、ベトナム等アジア諸国からも１５％。次いで「欧

州材」ヨーロッパ各地から８％。オーストラリア 

から６％、ロシアの「北洋材」（輸

出関税の引き上げにより縮小し

ている様です）実に６割以上を海

外からの輸入に頼っている状況

です。 

 木材の単位は㎥（立方メートル）で表現され、３０

坪の平屋建で約１９㎥、２階建で約２２㎥位木材を使

用しています。 

当社の「プロスぺリテの戸建

て」もウッドショックと闘いなが

ら頑張っています。今後もよろし

くお願いいたします。 

 

ウッド ショック 

 

のでしょう。今は施設に入っている８９歳の

父ですが、僕が中学二年生だった昭和５０年

に旧家 ～田舎の農家特有のわら葺屋根で、

玄関先に土間があり奥にはかまど、炊事場、 

別棟で納屋や牛小屋もありました～ を一大決心して建替えまし

た。今思えばその時の父の大英断は、土盛りして２ｍ以上地盤を上

げたこと。お金はかかったと思いますが、結果として昭和５７年の

長崎大水害の時の大雨で、うちの田圃は流れたのですが当時一人家

にいた祖母が避難所の公民館に逃げて助かったのも２ｍの嵩上げ

で川の水が家に流れ込まなかったことが大きかったと思います。 

最近良く言われる２階建の２階に避難する『垂直避難』や、コロ

ナ禍の現在は感染が心配な方の『在宅避難』など、避難の仕方は色々

ありますが、とにかく命あっての再建です。日頃の備えもそうです

が、「自分の所は大丈夫！」といった根拠のない楽観論だけは持た

ないように、戒めるようにしています。 

昨年の台風１０号も史上最強の前評判とは違い、結果的に海水温

の関係で勢力が早く弱まったのは幸いでした。ただ僕は台風には痛

い思い出があるので、史上最強に備えてバルコニーの片づけをした

り、新聞紙で窓サッシュのレール回りを詰めたり、一通り浸水対策

をやりました。天気予報が結果として良い方に外れるのはとても良

いこと。『嘘つきの羊飼い』のようにまた外れた、次も外れるよ！

と絶対思わないことが身を守る第１歩だと思います。 

今年の梅雨明け予想は７月上旬とのこ

と、もちろん新型コロナも今まで通り警戒

が必要ですが、自然災害からも身を守るた

めにも小さな身の回りのできる処から備

えましょうね！ 
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新型コロナウイルス感染拡大と共に最近「ウッドシ

ョック」という言葉をニュース等で聞いたことがある

と思いますが、米国で住宅需要が伸び着工件数が急増

し、世界的に木材価格の高騰が続いている状況です。 

 私も幼稚園児から小学校低学年の頃、材木置場でよ

く遊んでいたものです。祖父や父親から「奄美大島周 

辺で島を持っていて木を伐採し

ても途切れることなく豊富な島

だった。しかし職人さんが伐採に

ハブが出るから行きたがらなく

て困っていた。」と聞いていまし

た。 

５０年～６０年前までは製材所の存在を確認して

いましたが、その後製材所の存在にあまり記憶があり

ません。考えてみても年々林業に従事する就業者は高

齢化が進み、危険を冒し、樹木を伐採した材木を何ヶ 

月いや何年も寝かし乾燥させ、注

文を受けて製材する。手間と長い

時間をかけ、それよりも安い価格

で海外からその多くを輸入に依

存せざるを得なくなった。 

 本格的に木材の輸入が始まったのは１９６０年代

以降で日本経済が高度成長期に突入し旺盛な宅地開

発によって急激に木材需要が拡大し、国内の生産量だ

けでは間に合わなくなったことが背景にある様です。 
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今年の梅雨は 

どんな梅雨？ 

２０２０年７月３日から７月３１日にかけて、熊本県を中心に福岡、長崎、また中部地方など日本各地で発生した集中豪雨より被災された
方々に、心よりお見舞い申し上げます。コロナ禍での復興は心身ともに負担が大きいかと存じます。皆様の日常、皆様の笑顔が一日でも早
く取り戻せますよう、皆で助け合いながら乗り越えていきましょう。 

 

 

 

  

 
代表取締役 樋口繁樹 
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4 月 1 日より入社いたしました中村千尋と申しま

す。今年で社会人６年目の２７才（１０月で２８才

になります）です。前職では保険代理店の事務をし

ておりました。 

現在は宅建の勉強中で、今

度の１０月の試験で無事取得

できるように頑張っておりま

す。不動産業界で働くのは初 

NEW FACE 

 

総務・業務統括部の中村です！ 

よろしくお願いします(*^^*) 

何とびっくり！今年は５月１５日に早々の梅雨入りとなりまし

た。九州北部では統計を取り始めて史上２番目に早い梅雨入りだそ

うです。昨今は梅雨から夏にかけて線状降水帯が頻発し、４年連続

の集中豪雨は九州を中心に各地に大きな被害をもたらしてきまし

た。九州北部豪雨に西日本豪雨、令和２年７月豪雨。それぞれの災

害の被災者（２度被災した方もおられます）の皆さんは、大変な思

いをされて今も日々復興に向けて懸命に取り組んでおられると思

います。 

災害の都度色々名前がつけられていますが、多すぎていつの豪雨

でどこまで被害がひどかったのか、記憶も曖昧になるくらいです。

でも災害列島、今やどこでどんな自然災害が起きても、「まさかあ

そこでそんな災害が起きるなんて…」とは思わなくなりました。 

僕の生家は福岡と大分の県境にある添田

町英彦山の麓にあります。この原稿を書いて

いる６月は英彦山花園のヤマアジサイが見

頃を迎えて有名です。添田町も４年前の九州 

北部豪雨で彦山川が氾濫し、小中学校の同級生の生家が流されまし

た。幸い空家になっていて人的な被害はなかったのですが、同級生

の家の川向うを走っていた日田彦山線は添田⇔夜明間が被災し、Ｂ

ＲＴによる復旧がようやく最近決まったところです。わが生家も今

は空家とはいえ、いつ同様に被災してもおかしくありません。 

小さい２０所帯くらいの集落の一番上流側に位置し、家に隣接し

ている田圃で父の代まで農業をやっていたのですが、樋口姓が数件

あるので付いた屋号は「流田（ながれだ）の樋口」。多分昔から何

度も田植えを終えた後、梅雨や台風で田圃が裏の川の氾濫で流れた 
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鄭 世実 

 

 

 

 

  ご家族・ご友人をご紹介ください！

  

 
 ご紹介者さまにプレゼント！

鄭 世実 
 

免許皆伝 
MENKYOKAIDEN 

※ご紹介者さまからの紹介でご成約に至った場合 

 

日本は国土の７割が山地だと小学校の社会で習いま

したが、山の木をすべて利用できるわけではありませ

ん。木を伐採して運び出すための道路の整備不足や、

切り出した木を乾燥させる工場の能力がいっぱいだそ

うで、簡単には増産できないそうです。一般的に、木

の伐採は湿気が少ない冬季に行うそうです。樹木内部

に水分が多く含まれる夏季は伐採に適していないそう

です。なにより問題は、林業人口の高齢化による減少

と慢性的な人手不足。 

ウッドショックで、戸建て住宅には２つの影響があ

ります。 

１つは価格の高騰です。ヒノキ材の価格は今年３月

～５月の間に２倍強となりました。１棟あたりの建築

費は数十万円アップだと言われています。また住宅に

はフローリング、建具、棚板や手すりなどにも木材が

用いられています。メーカーの努力だけでは済まされ

なくなるかもしれません。 

もう１つは工期です。設計が完了し、いざ着工しよ

うとしても、木材不足によって柱・梁などがいつにな

ったら工事現場に届くのかが読めなくなってきていま

す。お正月は新居で迎えたいというのがお約束できな

くなってしまうかもしれません。 

ウッドショックということで良くないことばかりを

書きましたが、だからといって家を建てる・買うこと

をあきらめることはしたくありません。できることが

あるはずです。合理的な設計や着工までの期間短縮、

使用材料の早期決定によって、早めに条件を確定させ

ることが大切です。住宅が完成してしまえば、新しい

家での楽しい暮らしが待っています。そのお手伝いを

することに取り組みたいと思います。 

 

 

 がったとか下がったとか）だけでなく、新型コロナウ

ィルス感染症に端を発した、住まい方や仕事の仕方、

家族の将来の考え方などの変化から「家」を持つとい

う行動につながっているようです。 

ラプロスではこれからも 

プロスペリテシリーズを展

開していきます。そのため

には「家」を建てる土地が

欠かせません。ということ 

で、ラプロスでは戸建用地を募集中です。 

 相続や空き家対策など、または戸建や土地を売却し

たいなどのご相談事がございましたら、お気軽にお問

い合わせください。売却の仲介だけでなく当社で買い

取らせていただくことも検討させていただきます。 

暑い日が続きますので、熱中症などにはお気を付け

ください。 

 

 

 

 

私事で大変恐縮ですが、このたび

６月に結婚をし、久保山佑美から新

姓「渡辺」佑美となりました。「渡

辺って誰？」となってはいけないの

でご報告です。生まれて３４年間、

２００９年４月に新入社員として

入社して以降１３年間は仕事でも

「久保山さん久保山さん～」と呼ば

れてきたので、急に「渡辺さん～！」

と呼ばれても振り向くまでに時間

がかかります。フルネームで名前を

書くときも「これ誰の名前？」と思

 

 

 
インスタグラムはこちらから→ 

いながら、自分の名前という認識が

まだできていないところです。世の

中では夫婦が別々の姓を使うこと

が議論されていますが、リアルタイ

ムに姓が変わった者としては、「平

日しかできない氏名変更の手続き

大変だったな～」というのがシンプ

ルな感想で、できれば旧姓でも手続

きができたらな～と、早々にぼやい

てしまいました。これからは「渡辺」

として登場します。よろしくお願い

いたします。 

渡辺 

私アラキの戸建てへの思いをつらねるこのコーナ

ー、前号はサボっていましたが、回を重ねて今回で 58

号となりました。ちなみに私は今年で 58歳となりまし

たので、号数＝年齢の逆エージシュート※ですね。（エ

ージシュートとは、ゴルフで年齢以下のスコアを出す

ことで、プロでも非常に難しいことだそうです。） 

さて、世界では○○ショックと呼ばれる経済の混乱

が何度か起こっています。ドルショック、オイルショ

ック、ブラックマンデー、リーマンショック、今はコ

ロナショックの真っ最中です。それまでの安定した状

態が、あるきっかけによって急激に変化することで経

済、社会、生活に大きな混乱を及ぼします。そして今、

コロナショックが要因となって、戸建て住宅業界では

ウッドショックという新たなショックが起こっている

のはご存知でしょうか？ 

国土交通省の資料によると、2020年の我が国の住宅

着工件数は約 85 万戸。そのうち木造住宅は、56％に

あたる約 48 万戸です。我が国の木材の自給率を見る

と、昭和 30 年には 94.5％だったものが年々低下し、

平成 12 年には 18.2％まで落ち込みました。その後自

給率はやや回復し、現在では約 30％強で推移していま

ご紹介キャンペーン 

現在販売中の新築戸建「プロスペリテ」シリーズは 

ご紹介キャンペーンを実施中です！ 

ぜひ、ご家族・ご友人の方をご紹介ください！ 

詳しい情報につきましてはＱＲコードから 

戸建「プロスペリテ」特設ページでご覧いただけます。 

田中の 

～ コンセプトブックができました ～       
 

新築戸建「プロスペリテ」 

特設ページはこちらから→ 

旬 
 

 

 

 

 
積みプラ大好き田中です。梅雨時期のプラモデルの

塗装は、乾燥まで時間がかかります。 

さて、戸建事業をスタートして１１年。おかげさま

でラプロスの戸建「プロスペリテ」シリーズは多くの

方にご好評をいただき、販売は堅調です。 

皆様にお引渡しをさせていただいた戸建住宅も、

年々戸数が多くなってきています。 

 

 

そこでこの度、ラプロスの戸建「プロスペリテ」の

コンセプトブックを制作いたしました。前半は私たち

がどんな考え・想いで企画・販売しているのか、後半

は実際にお住まいになっている方々がどのように感

じ、暮らしていらっしゃるのか写真を交えて紹介して

います。ご協力いただいた皆様には、この場を借りて

改めてお礼申し上げます。 

らぷれたーをご覧の方で、

「コンセプトブックを見てみ

たい！」とご希望の方は、ぜひ

ご連絡ください。１冊と言わ

ず、愛読用・保存用、そして紹

介用でご準備いたします！ 

できたばかりのコンセプトブックが旬でございます。 

そんななか住宅業界では現在、戸建住宅の需要が高

くまさに旬です。これまでの不動産の市場（価格が上

絵：アラキ 

す。この値は住宅だけでなく家具や日用品を含めたも

のですが、木造住宅では柱や梁、床などの製材した角

材や構造用合板などに北米材やヨーロッパ材を使用し

ているものは少なくありません。 

なぜコロナが原因でウッドショックなのか？ それ

は、風が吹けば桶屋が儲かるみたいな仕組みなのです。 

コロナ感染予防のため、世界的な巣ごもり生活によ

って、人々は自宅を自分で手入れしようとこぞってＤ

ＩＹをはじめました。ＤＩＹが盛んなアメリカでは、

アメリカ国内での木材の需要が増加し、１年間で木材

の先物価格が５倍になったそうです。一方、ヨーロッ

パでは、ロックダウンによる作業員不足と巣ごもり需

要によるコンテナ物流の増加による輸出用コンテナ不

足によってヨーロッパ材の輸出量が減少。しかもスエ

ズ運河でコンテナ船が座礁する事故もあり、供給ルー

トが不安定となるというおまけ付きです。さらには、

コロナを克服し経済回復してきた中国は需要急拡大の

ため、世界中から高値で木材を買い受けている状態。

このため日本が輸入できる輸入木材量は減少し、価格

が高騰してしまっています。これがウッドショックな

のです。 


